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平成29年度 愛知県循環型社会形成推進事業費補助金の
募集を開始します
	愛知県では、産業廃棄物税※１を活用して、地域における環境産業の振興や資源循環型社会の実現を図るため、先導的で効果的な廃棄物のリサイクルや排出抑制を進める施設の整備等や事業化検討に対して支援しています。
この度、平成29年度に実施する以下の事業に対する補助金の募集を開始します。※２
○　リサイクル施設の整備〔リサイクル関係施設整備事業〕
○　廃棄物の排出を抑制する施設の整備〔排出抑制関係施設整備事業〕
○　複数の事業者が連携して地域内で資源循環を行う施設の整備
〔地域ゼロエミッション関係施設等整備事業〕
○　資源循環に係る事業化検討（フィージビリティ・スタディ）
〔循環ビジネス事業化検討事業〕
※１　産業廃棄物税とは、愛知県内の最終処分場に産業廃棄物を搬入する場合に課される税金で、平成18年４月１日から導入しています。

※２　本募集は平成29年度予算案の成立を前提としています。また、今後、成立した予算の内容に応じて補助事業の内容等に変更が生じることがあります。


１　応募資格

愛知県内で補助事業を行おうとする事業者

ただし、地域ゼロエミッション関係施設等整備事業に関しては、愛知県内で補助事業を行おうとする複数の事業者等（企業、ＮＰＯ法人、大学、市町村など）で構成される団体
２　募集期間

平成29年３月22日（水）から平成29年４月28日（金）まで
３　補助事業の内容

	区　分
	リサイクル関係施設整備事業
	排出抑制関係施設整備事業

	対象事業
	先導的・独創的な技術又はシステムを有し、かつ、環境負荷低減効果及び事業の継続性が見込まれるリサイクル関係施設の整備事業
	先導的・独創的な技術又はシステムを有し、かつ、環境負荷低減効果及び事業の継続性が見込まれる排出抑制関係施設の整備事業

	対象経費
	他の事業者から排出される廃棄物を原料として新たな製品を製造するための施設整備に必要な経費

・工事費　　・設計費　　・設備費

※　用地及び上屋に要する経費は対象外
	事業者が自ら排出する廃棄物の発生を抑制するための施設整備に必要な経費

・工事費　　・設計費　　・設備費
※　用地及び上屋に要する経費は対象外

	補助率
	大企業：１／３以内　　中小企業：１／２以内

	限度額
	5,000万円

	

	区　分
	地域ゼロエミッション関係

施設等整備事業
	循環ビジネス事業化検討事業

	対象事業
	廃棄物や未利用資源の地域内循環利用を推進する効果的なシステムを有し、かつ、環境負荷低減効果及び事業の継続性が見込まれる施設の整備及びコンソーシアム（協議会）の活動事業
	先導的な循環ビジネスの事業化の可能性の検討事業（フィージビリティ・スタディ）


	対象経費
	複数の事業者等（企業、ＮＰＯ法人､大学、市町村など）で構成される団体（コンソーシアム（協議会））が、連携・協働して新たに地域で発生する廃棄物又は未利用資源を原料として新たな製品やエネルギーを製造するための施設整備等に必要な経費

・工事費　　　・設計費

・設備費　　　・活動費

※　用地及び上屋に要する経費は対象外
	循環ビジネスの事業化の可能性の検討（市場調査・事業形態）などに必要な経費

・調査費
・研修・指導費

・調査委託費
※　本検討事業については、一つの事業案について最長2年に渡る調査期間を設定することが可能です。

ただし、補助金の交付にあたっては、各年度ごとに応募し、採択される必要があります。

	補助率
	大企業：１／３以内　　中小企業：１／２以内

	限度額
	5,000万円
	500万円


※　中小企業とは、中小企業基本法（昭和38年法律第154号）に定める中小企業者をいい、大企業とは原則としてそれ以外の者をいいます。
４　応募方法

申 請 書：　応募申請書は、以下の愛知県のＷｅｂサイトからダウンロードできます。
　　　　　　URL：http://www.pref.aichi.jp/soshiki/junkan/29hojokinbosyuu.html
提 出 物：　応募申請書13部、応募申請書のデータを格納したＣＤ－Ｒなどの電子媒体１部、直近３会計年度の法人税の確定申告書一式（確定申告書、決算報告書、勘定科目内訳書、法人事業概況説明書）の写し１部、及び補足資料（図面、事業フロー図、パンフレット等）各13部
なお、必要に応じて追加資料を請求する場合があります。

また、提出された応募申請書等はお返ししません。
提出方法：　「７　相談先及び提出先」に直接持参又は郵送
（４月28日（金）午後５時必着）
５　審　査

補助事業の採択は、学識経験者等による審査の上、決定します。審査の主なポイントは以下のとおりです。
①　先導的・独創的な技術又はシステムであるか

（技術の場合）
・　リサイクルプロセス技術や排出抑制技術について、既存のものと比較して先導性・独創性があるか。
・　リサイクル品用途、リサイクル原料等の利用について、既存のものと比較して先導性・独創性があるか。
（システムの場合）
・　地域産業、地場産業が有する施設、技術基盤、人材、物流・商流ネットワーク等地域資源を最大限に活用した事業の効率的、安定的な実施という観点から、既存のものと比較して先導性・独創性があるか。
②　環境負荷低減効果が認められるか
・　最終処分量の削減効果、化石燃料使用量の削減効果、二酸化炭素排出量の削減効果などについて、物質収支、エネルギー収支等の観点から環境負荷低減効果が大きいかどうか。
③　事業の継続性が見込めるか
・　原料の調達可能性、製品の用途、製品の販売見込み、将来の展開可能性、財務体質、事業計画、従前の事業実績等から、事業が採算性を確保して継続的に実施できるかどうか。
６　応募申請に関する説明会

応募申請に関する説明会を以下のとおり開催します。
参加申込みは不要です。なお、駐車場はありませんので、公共交通機関でお越しください。
○第1回　日時：３月28日（火）　午後２時から（1時間程度）
○第2回　日時：３月30日（木）　午前10時から（1時間程度）
場所：愛知県東大手庁舎　１階　あいち環境学習プラザ セミナー室
名古屋市中区三の丸三丁目２番１号
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７　相談先及び提出先

〒460－8501
名古屋市中区三の丸三丁目１番2号　（愛知県庁西庁舎1階）
愛知県環境部 資源循環推進課 循環グループ
（あいち資源循環推進センター）
電　話　052－954－6233（ダイヤルイン）
ＦＡＸ　052－953－7776
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